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く 学会消息 ノ 

" アメリカ経営学会 

(TLe  Academy  of  Management) 

19% 年度年次大会 " 

稲 葉 元 吉 

筆者は，在外研究期間中における 研究活動の一環と 

して， 本 (19 ㏄ ) 年 8 月，アメリカ 経営学会 (Acade. 

my of Management) に参加する機会を 得た。 編集部 

の 求めに応じ，以下同学会の 年次大会の様子を 概略 報 

告し，「学会消息」の 責めを果たしたいと 9 、 ぅ 。 「年次 

大会 (annual meeting) 」と一言でいっても ， 電話帳 

サイズの本に 編集されたごく 一部の報告論文 (Best 

Papers ProCeedings) だけでも，細かな 字で複写され 

4 ㏄頁を軽く越える 大部のものとなるくらい 大規模な 

大会であ るため，大会全体の 状況を紹介することほ ， 

とうてい不可能であ る。 その意味で以下の 報告も，筆 

者の見聞した 限りのことを 中心に，できるだけ 全体を 

公平に要約するよう 心がけたにとどまり ，客観性が保 

証されているわけでないことはいさまでもない 0 

ところで現在アメリカが 中心となって 研究活動が続 

けられている「経営学 (management) 」の，年次大会 

C しかも今年はちょうどアメリカ 経営学会㏄周年に 当 

つている コ に関する報告は ， 少なくとも次の 2 点でわ 

れわれにあ る重要な示唆を 与えるものと 思われる。 

㈲ アメリカの経営学の 大きな動向を 現時点でみる 

とき， どのようなテーマが 関心の的になっているか。 

(2) アメリカ経営学会の 年次大会の会場ではどのよ 

うな運営が行われているか。 

多忙なきなかあ えて執筆を受諾したゆえんであ る。 

さて「近代経営が 生誕して 1 ㏄ 年 (l ㏄ Yea,s of 

Modem Man 、 gement) 」， 「経営学会が 発足して 印年 

(50 Annive,sa ワ of the AcademyofManagement) 」 

というきわめて 記念すべき年に 肖 った今年の年次大会 

の行事プロバラムは ， 8 月 11 日～ 13 日の予備大会プロ 

グラム と ， 8 月 13 ～ 16 日の本大会プロバラムの 2 つに 

分けられるが ，前者は若手研究者 ( 博士課程の大学院 

生やそれを修了して 間もない教官達 ) に研究発表の 機 

会を与え，かつそれを 契機にかれらに 就職の機会を 与 

えるべく設けられたもので ，若手研究者には 真剣勝負 

の場であ るが，本大会そのものではないので 筆者はこ 

れに は 参加していない。 したがって 8 月 13 日の本大 

会，とくに「近代経営 ユ ㏄周年」「経営学会 印 周年」を 

祝う 特別記念講演以降が ，具体的な報告内容となる。 

さて筆者は現在，アメリカ 東海岸マサチューセッツ 

州 ボストン郊覚のアーリントンで 生活している 関係 

上，まずはボストン 出発時から時間経過に 従って話を 

進めてゆきたい。 8 月 13 日午前 9 時㏄ 分 ボストンの 

㌦ gan 空港を出発， シカゴの O,Ha,e 空港に到着し 

たのほ同 10 時 20 分であ った。 これは時間的距離的に 一 

見 いくぶん近い 感じがするが ， しかし出発時がボスト 

ン時間で到着時がシカゴ 時間であ るので，実際は 2 時 

間 20 分ということになる。 ボストンからシカゴに 行く 

のに時差調整を 要するのはアメリカの 広さの一端を 示 

して興味深い。 当日シカゴは 薄曇りで気温は 約 60 。 K, 

ボストンの 70 。 K より大分涼しい 感じであ った。 空港 

から市の中心まで 約 30 分タクシ一に 乗り， 宿泊先の 

Hyatt Regen 甲 Chicago に到着。 きわめて大規模な 

ホテルで，大会会場もちょうどここであ った。 到着後 

ただちに学会参加登録。 午後 1 時から，大会記念講演 

がスタート。 今年は先にも 述べたごとく ， TheAcade- 

my of Management の 50 周年ということで ， 講師は 

Claremont Graduate School の P. F. Drucker 教授 

と， Camegie.Mellon Universi ゆ め H.A. Simon 

教授であ った。 Drucker 教授は ， "Management ㎞ 

Modem Times" という演題で ， 現在の社会的状況下 

における「制度としての 企業」のあ りかたを論じ ，ま 

た Simon  教授は ， "Behaving  Ⅱ ke  a  Manager"  と 

いう演題で，一見直観的にみえる 経営首脳部の 思考 や 

行動も論理的に 説明し ぅ ることを主張する 内容であ っ 

た。 聴衆の態度は ， Simon 教授の方に圧倒的に 活発 

な反応を示し 講演終了後も 同教授の周りの 人垣きが 

20 分以上も解けなかったことが 印象的であ った。 この 

講演のあ と， 同じ会場では「Ⅰ㏄ 周年」「 印 周年」に 

いたる経過を 描いた映画が 上映されたが ，筆者自身は ， 

Simon 教授と会った 後ホテルへのチェック・イン・ 

タイムの時間が 切迫していたため ，映画をみる 機会は 

もちえなかった。 

8 月 14 日は早朝 8 時㏄分から各専門領域ごとの 研究 

発表が ， 多くの会場で 一斉に開始された。 そこまでま 

ずアメリ ヵ の経営学会が ，経営 (Management) 学の 

中心部分をどのように 大きく分類しているかをみてお 
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くことにしたい。 この分類が，アメリカ 経営学会の現 

時点での主要な 研究動向を，概略示していると 考えら 

れるからであ る。 各専門部会が ， この分類にしたがっ 

てつくられていることはい う 迄もない。 専門領域ごと 

の部会は 19 に分かれ，それを 列挙すれば以下の 通りで 

あ る。 カッコ内は略号を 示す。 

l.  Business PoliCy  and  Hanning  (BPP) 

2.  Careers  CC) 

3.  Entrepreneurship  (E) 

4.  Health  Care  Administration  (HCA) 

5.  Internatlonal  Management  (IM) 

6.  Management  Educatlon  and  Development 

(MED) 
7,  Manage ⅠⅠⅠ ent  H Ⅰ sto ワ (MH り 

8. Managerial Consu Ⅰ   ati   n (MC) 

9.@ Organization@ and@ Management@ Theory 

(OMT) 

10. Organization Development (OD) 

11.@ Organization@ Behavior@ (OB) 

12.@ Organization@ Communication@ (OC) 

13. PersonnC/Human Resource Management 

(PHR) 
14.@ Production/operations@ Management 

(POM) 
15.@ Public@ Sector@ (PS) 

16. Research Method (RM) 

17.@ Social@ Issues@ in@ Management@ (SIM) 

18.@ R@&@D/Technology/Innovation@ (RD) 

19.@ Women@ in@ Management@ (WIM) 

これら 19 の部会のそれぞれが ，また平均 3 つの発表 

会場をもっているため ，ホテルが大会のために 準備し 

なけれ ば ならない会場数は ， どんなに少なく 見積って 

も約 60 室は必要となる。 参加者はアメリカの 全土はも 

ちろん外国からも 相当多数の学者が 参加するため ， こ 

れもまた大がかりなものとなる。 因みにプロバラムに 

掲載されている 研究発表者の 概数は，索引によれ ば ，若 

手研究者コメンテータから 特別招待講演者まで 含め， 

1,800 名以上に及んでいる。 したがって研究発表をし 

ない者を含めた 大会参加者の 総数は，この 何倍にもな 

ることはいう 迄もない。 大会のプロバラムだけでも 電 

話帳 サイズに細かな 字で印刷されたものが ，㏄ぺ ー ジ 

にわたるという 膨大なものであ る。 

それぞれの発表会場における 通常の場合の 報告時間 

は ， 1 人 15 分が限度のまうであ る。 したがって報告内 

容は研究の目的，調査方法，研究成果およびそれがも 

つ意義を概略説明い C 終わりとなる。 発表形式は， 工 

人Ⅰ人別々に 順次報告してゆく 普通の方法もあ れば， 

テーマを少し 大きく纏めてシンポジウム 形式をとる 場 

含 もあ る。 さらには重要な 争点を，通常の 形式をふま 

ずしかも十分立時間をかけて 討議する，特別なかたち 
のもの ( 例えば conve,sation hou,) もあ る。 普通の 

方法シンポジウム 形式いずれをとるにしても ， com. 

menter ないし di ㏄ u ㏄ ants のコメントがあ り， それ 

に 一般参加者との 質疑応答があ るため，発表者は 時間 

の管理にかなり 気を使わなけれ ば ならないようであ 

る。 しかし各報告を 連続して聴いている 者にとって 

は， wo 分程度の時間は ， 飽きがこない 回転速度という 

意味でまことに 適切であ るよ う に思われた。 

個人的には精力的にかなりの 報告をきいてまわった 

が，そのうちの 主なものを少しだけ 挙げ，具体的な 雰 

囲気を例示してみる 事にしよう。 

8 月 14 日午前 (Entrepreneurship コ Timeo,ienta- 

廿 on  and  Organ Ⅰ a Ⅱ on  Development 

同日・午後 Organ 油色 on  DeveIopment  Dis 伍 n- 

gu 尽 hed  Address  (Prof. W.R  .  Nord) 

Conversa 廿 on  Hour  (Prof.  E.H.  Schein) 

8  月 15 日午前 8InterIlatjonal  Management コ Les- 

sons@ from@ Japanese@ Management 

同日・午後 Symposium  :Some  PersonalTheories 

of@ Organization@ Development 

CResearch@ and@ Developmentl)@ Developing@Innova- 

tions:@ Comparion@ and@Analysi   

こちらの研究者に「受け」が 良 い のは，かれらの 考 

え方に合致した 単純明解放報告であ るため，この 点に 

不慣れであ ると不利なことは 否定できない。 また理論 

研究ももちろんあ るが，しかし 一般的にほ抽象的な 報 

告に対しては 無関心な反応を 示すことが多い。 いずれ 

にしても報告者は 一定の時間内でいかに 明瞭に論旨を 

発表するか， その presen ぬ tion のしかたに注意を 払 

わなければならないことは 確かであ る。 

"Symposium: Ⅲ me Orientati0nmdorgmi 笏 tion 

Development" の会場では，このシンポジウムの テ一 

て にどの程度の 意義を認めるか ，報告者 1 人 1 人の発 

表内容をどう 評価するか，ディスカッサントのコメン 

トを適切と思 、 ぅか ，チェアマンの 司会はどうであ った 

か，会場の熱気はどうであ ったか等について ，参会者 
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全員に無記名 10 段階 法 で評価するよ う 要請きれた時に 

は，日本でそのようなことが 行われていないだけに ， 

いささか意外な 感じがした。 このことで，たとえ 無記 

名とはいえ，アメリカがいかに 聴衆の評価で 物事の是 

非を判断しょうとする 国であ るかよくわかる 0 良しに 

つけ悪しきにつけ 民主的な国ではあ る。 

前述のごとく 大会では Conversation hour という 

特別の sessjon も設けられていて ，そこでそのときど 

きの学界の hot topics が議論されるが ，私が出席し 

たそれは， MIT で世話になっている Schein 教授の 

ものであ った。 彼は昨年 "Organ 油 tjon Culture and 

Leade,ship" というきわめて 優れた業績を 発表した 

が，この研究で 彼が試みた方法論にれを clinical ap- 

proach と呼ぶ ) が ，学界で議論を ょ んだわけであ る。 

時間を十分に 使い，そのテーマに 真に関心をもった 者 

が 互いに納得のいくまで 検討しあ うこのようなやり 方 

は，おそらくこれから 日本でもこころみられるように 

なるものと思われる。 Schein 教授の人柄もあ ろうが， 

誠に学会らしい 充実した内容の discussion であ った。 

8 月 15 日の正午に PresidentialLunchon が，会場に 

なっている HyattRegency Chicago の ball,room で 

開かれた。 通常は幾つもに 分けて使われている 仕切り 

が取払われた 巨大なホールでの Lunchon は，アルコ 

ール類こそだされなかったものの ，なかなかのお 祭 

り 気分で F.  Luthans  (U ㎡ ve,sity  of  Neb,aska  at 

Lincoln)  の presidential  address  も "Fif け Years 

㌦ ter:  What  Do  We  Really  know  a № ut  Manager 

and  Managing?"  と題せられた 軽妙かつ真面目なもの 

であ った。 

年次大会の最も 重要な内容は ， い う までもなく研究 

成果の発表と 研究者の相互交流にあ るが，この後者の 

点について一言だけ 論及しておくと ，各会場の報告が 

終了する午後 6 時 30 分から 1 時間 30 分 ，連日 Social 

Hour という時間が 設けられていて ， この時間に チ一 

ズ を肴にワインを 飲みながらくつろいだかたちで ， 互 

いに交歓できるようになっている。 また研究者の 就職 

の便宜をほかる 刊 acementSerVice も， 大会期間中 

にわたり提供されている。 

今回の年次大会が 開かれたシカゴは ，広大な平野に 

つくられた大都会であ る。 広大なだけにニューヨーク 

の マンハッタⅠ = 較べ ， 力 が分散する感じではあ る 

が，それでもシカゴのもつ 一種の迫力は ， 例えば建築 

物のなかに具体的にみることができる。 学会の参加に 

時間が貸され 夜景しかみることはできなかったが ， 

Hmcock Building からの眺めは 途方もない広がりを 

感じさせた。 8 月 16 日 ( 土 U は，午前中でほ ぼ 主要報告 

は終了したので 夜半近いボストン 行きのフライトがで 

るまで，会場となったホテルの 近くを見物することに 

し Art Institute of Chicago に足を運んだ。 ちょう 

ど 折 良く，奈良の 東大寺展も開催されていた。 日本で 

はなかなか見る 機会もないからと 思い展示場をまわっ 

たが，国宝指定のものが 数多く出品されてシカゴに 来 

てあ らためて東大寺のもつ 歴史的意義を 再認識するこ 

とができた。 美術館を辞したらと ，グラント公園沿い 

をミシガン湖畔のヨット・ハーバーまで 散策したが， 

もやがかかっていたせいか ， ミシガン湖は 大きすぎて 

「 海 」同様であ った。 それは湖といっても ，周囲の樹 

々の 緑と 紅葉を う つしまた 庭 つづきに水辺につなが 

っているバルコニ 一つきの白い 家， といったボストン 

郊覚のあ の 小 t な 湖のイメージとはかけ 離れたもので 

あ った。 O,Hare 空港にかけつける 少し前に ， 「シカ 

ゴに別れを」ということで ，きたないところで は あ る 

がちょっとした 有名な， ジャズを聴きながらの 飲み 量 

は 行ったが，この 時の演奏の素晴らしさと 迫力 は 大し 

たもので・アメリカ 南部にまで行かずにシカゴでその 

雰囲気をあ じわえたのも 思わぬヒロイモノであ った。 

( いなば もときち 横浜国立大学経営学部教授 コ 
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WEDNESDAY,@ AUGUST@ 13 

ALL@ CONVEN Ⅰ   ON@ ACT   Ⅴ   TES 

9:00@ am-6:00@ pm@ Regi   tra Ⅰ     on よ 00 Ⅰ m-5: ⅠⅠ Pm Exhib れ O す Ⅰ 

Wacker Exhlb@lonSecretary-Treas Ⅰ rer     Wacker@ Exhibition@Pu ㌧   i   her@ R0ations/Ex Ⅱ     bits@ Coordi   ator:     
Hail Walter 棲 ・ Newsom, Mississippi Stale Unive ブ s れ y H ⅠⅡ Carl@ R ， Swanson ， North@ Texas@ State@ University 

E Ⅹ わ ib れ i0n Level Exhi5ti   n@ Lev Ⅰ   
Ⅰ 右 s@ 丁 0w0 Ⅰ E ⅠⅠ t TO ⅠⅠ ヰ 

9:00 Ⅰ 巾 ・ 6:00 pm ⅡⅠ mb Ⅰ rlhip Ⅰ 皿構 :]5 Pm 穏 l Ac Ⅰ [demy Centenn ね l/Annivenaary 

Wacker@ Ex Ⅱ     bition@Director@ of@ Membershi       G ィ ⅠⅠⅠ B Ⅰ @ 『㏄ m  sym 坤 Ⅰ @um 

Ⅱ a Ⅱ Joseph@ P ， Yaney ． Texas@ Tech@ University E も F (See@ Program@Section@ tor@Details) 
三 Ⅹ hibition Levo@ B Ⅰ ll イウ am L ⅠⅤⅠ @ 
East@ Tower E ⅠⅠ l To ⅠⅠ イ 

9:00 き m.5:0o pm Plac Ⅰ m Ⅰ nt 6 皿 8:00 pm Social HOU Ⅰ (CaSh ba イ Ⅰ 

Wacker@ Exhibition@Director@ of@ Pl   cement     守 ⅠⅠ nd B もⅡⅠ りや m (Academy membe Ⅰ s and g Ⅰ esls) 

Hall 」 ames B. Townsend, Kansas S@ate U Ⅲ vers れ y A,B.C4D No Ⅱ h 
EXhib@ion Lev Ⅰ l BaKroom@ Level 
East@ Tower E Ⅰ l@t TO ⅠⅠ イ 

WEDNESDAY,@ AUGUST@ 13 

ACADEMY@ COMM4   TEE@ MEE Ⅰ   NGS/RECEPT   ONS 

8:30- Ⅰ 2:00 pm Bo 田ァ d of Gov ⅠⅠ no ⅠⅠⅡⅠ せ Ⅱ n Ⅰ Organization@ Development@ -@ Gold@ Coast@ (Con- 

OQede Ⅰ Pre$di   g     course@ Lev9   ， West@   Tower) 
            づ FiooJ F Ⅰ ed Ⅰ り thanS   Umlvers け yofNebrIaskaat U@coin 

We 且 tt T0W つ Ⅰ 

Organzati   n@@   Behavl   r@-@C0umbus@C&D@(B4l- 
room@ Level ・ East@ Tower) 

]]:00- Ⅰ 22:00 pm C 甘 in@ の innl0 り AnnIV Ⅰ r ⅠⅠ ry COmmltte 億 ⅡⅠⅠ 廿 n Ⅰ 
Organizational@ Communication@ -@ Columbian 

Skyway@ 261 P ァ eSldlng     (Concourse@ Level ， West@ Tower) 
SkyW ニ y L 俺 vv4l W ． Jack@ Duncan ． University@ of@ Alabama@ in@ Bir- 

E ⅠⅠ t TO 甲 0r mingham                                                   - Skyway 268 

(Skyway Level. モ ast Tower) 
4:00-5:00@ pm Executi   e，ommi   tees｛f‾rolei Ⅰ     on Ⅰ   Di   i   ions 

                      G"o 。 Ⅰ " Producti   n/operati   ns@ Management@ - 
                                                      - Skyway 261 Haymarket@ (Concourse@ Level ， West@ Tower) 

(SkywWay Level. 三 ast Towe け 
Pu Ⅰ   @@   Sector@ -@ McCormi   k@ (3rd@ Fl   or ， West 

Careers@ -@ Stetson@ F@ (Parking@ Level ， West 
TOwe ア Ⅰ 

Tow りれ R も D/ 丁 ech れ o:ogy 川 n Ⅱ ova Ⅵ on lnteres; Gro り p - 
Du@ Sa5e@ (3rd@ Fl   or ， West@ Tower) 

                                                  Group  - SkWay  273 

(Skyway Level. 三 asl Towe け Research@ Methods@ l   terest@ Group@ -@ Fi   @@   (3rd 
(and@ 10:30-12:00@ pm ， Skyway@ 273) Floor ・ Wesi@ Tower) 
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